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参加申込締切
令和7年

１月３１日（金）
定員（３００人程度）になり
次第締め切ります。

ボランティア
スタッフ募集

20名程度
山口県ひとづくり財団HPより
詳細をご確認のうえ、
お申し込みください。

参加費

無料
要事前申込
※定員:３００人程度
（申込先着順）

会　場 山口県セミナーパーク（山口市秋穂二島１０６２）

テーマ「出会い・交流・学びから広がる
　　　　ひとづくり・地域づくり」

※天候その他の理由により、内容を変更・中止する場合があります。

シャッター通り商店街の再生
暮らしによりそうコミュニティナース
一箱本棚オーナー制度の図書館
キャリア開発型シェアハウス
災害弱者の視点に立った防災

熊本地震からの復興まちづくり　など

先進的な実践事例の発表や講義・演習、交流をとおして、
地域課題の解決を担う人材の育成と地域での実践活動につながるフォーラムを開催します。

令和７年
２月１5日●土 ９：３０～１６：0０

　　ひとづくり・
地域づくり
フォーラム●in山口

第19回



高校生発表 ＵＳＪでも実証されたマーケティング戦略を
　　　　　高校生が「ときわ公園」で試してみた
山口県立宇部商業高等学校　商業研究部
宇部市の文化資産「彫刻」を活用した地域活性化プロジェクト

９：0０～
（管理棟エントランスホール）

受 付２月１5日●土日程・プログラム

9:30～9:45（講堂）開会行事

9:45～10:30（講堂）歓迎行事

10:45～13:40実践事例発表

発表者

高齢化とともに衰退する地域のマンパワーや活力を、外部
からのボランティアの力を借りて補いながら、関係人口の増
加にもつなげていこうとする「平常時のボランティアセン
ター」の運営に取り組んでいます。

岩手県奥州市
北股地区振興会
事務局次長　髙橋  進

近年、自然災害は激甚化し数多く発生、被災リスクは高ま
るばかりで災害に対する備えは益々重要となっています。災
害に対する備え、防災減災に繋がる地域力とは？　
熊本地震の被災者が語ります。

熊本県益城町
東無田復興委員会
代表　田崎 眞一

コミュニティナースとは資格や職業ではなく誰にでもできる
実践のあり方です。人と繋がり、暮らしの動線上で「毎日の
嬉しいや楽しい」を一緒につくって周りの人の心と体を元気
にする活動をしています。

広島県呉市
コミュニティナースひろしまくれ
（呉市市民公益活動団体 ）

代表 芳野 裕俊、副代表 永田 大雅
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13:40

１-③

第１会場　大研修室

シャッター通りだった旧沼垂（ぬったり）市場通りを再生し、
2015年に新しい商店街｢沼垂テラス商店街｣を誕生させた
そのプロセスと、同地域をさらに盛り上げるための取り組み
を紹介します。

新潟県新潟市
沼垂テラス商店街
（株式会社テラスオフィス）

統括マネージャー　高岡 はつえ

福岡県久留米市出身で2021年に俵山地域に移住。2023
年4月から集落支援員を引継ぎ、2024年10月に不動産業
を中心としたまちづくり会社を設立。空き家の活用と地域資
源の再開発を行っています。

山口県長門市
俵山まちづくり委員会 事務局 集落支援員 
兼 株式会社集落屋  
代表取締役　井上 恵輔

「受援力」発揮できていますか？
災害時には普段の課題が顕在化し、災害弱者は特に影響
を受けます。日ごろのつながりと備えの大切さを通して、み
んなで生き残り生き抜くための活動をしています。

山口県山陽小野田市　
山口県災害看護研究会 
副代表　工藤 美佐
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第２会場　研修室１０１



山口県立大学基盤教育

全学科混成チームで地域課題解決のアイデアを創出する
「やまぐち未来デザインプロジェクト」

■ 全１年生が5学科混成チームを結成し、分野横断的に知識を集約

■ データに基づく発想によって、地域課題解決のアイデアを創出

■「やまぐちの未来」をデザインした64のアイデアをポスター発表

本プログラムは、三菱みらい育成財団主催「みらい育成アワード2024」において、
カテゴリー４（21世紀型教養教育部門）のグランプリを受賞しました。

（研修棟 1F ロビー）特別展示

ささラブ応援隊として学校を核とした地域づくり・ひとづくり
を進め、「つながり」を原動力に佐々並地域の活性化にも
広げてきました。佐々並を元気にするささラブ応援隊の歩
みを紹介します。

山口県萩市
ささラブ応援隊／
萩市立佐々並小学校　
校長　中村 裕司

長崎県下市町の社会教育担当者や学校教育・社会教育関
係者と一緒になって、長崎県の社会教育の振興を図り、地
域や家庭の教育力の再生をめざし結成。14年目の活動を続
けています。

長崎県長崎市　　
長崎県社会教育支援「草社の会」
副会長・事務局長　武次  寛

障がいのある方が、アートや創作活動を通じて、生きがいを
感じ働くことができる地域支援の新しい仕組みづくりをし、
「産・官・学・福・民」が一体となって、当事者を包み、支えるこ
とができる社会を目指しています。

山口県熊毛郡田布施町
一般社団法人　七福
代表理事　松村  瞳
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第３会場　研修室１０２

智頭町百人委員会（住民が地域課題を話し合い町に提案す
る智頭町の特徴的な住民自治取組）で、智頭中学校の生徒
達が「遊び場が少ない」という課題について話し合い、公
園の設置を実現させました。

鳥取県智頭町　
智頭町役場　企画課　
谷口 史行

「アカデミーハウス」では18歳から30代の若者が共同生活
をしながら日々切磋琢磨しています。竣工から4年が経過し
見えてきた山口の未来のために必要な力とアカデミーハウ
スの必要性について紹介します。

山口県山口市
森ビル都市企画株式会社
プロジェクトマネージャー
中原 康平

一箱本棚オーナー制度の私設図書館「さんとしょ」地域の
人が緩やかに繋がれる場所、小さなチャレンジができる場
所として2023年１月オープン。「さんとしょ」ができたことで
まちに起こったこととは？

兵庫県尼崎市
一般社団法人オリコム／
尼崎市役所
柏木 洸一・杉原 竜太
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第４会場　研修室１０３

市役所職員から地域の課題を聞く



●持続可能なひとづくり・地域づくり

13:50~15:50
（大研修室、研修室101、研修室102、研修室103）

15:50~16:00（各会場）

ながと日本語クラブ講師

至広島

ホテル
アクティブ

ローソン
ポプラ

山口グランドホテル

P

ホテル
東横イン

無料シャトルバス
乗車場所

至下関
新山口駅北口（在来線口）

新山口駅南口（新幹線口）

新山口駅新幹線口発（セミナーパーク行き）

①  ８：４０発 ②  ９：３０発
セミナーパーク発（新山口駅新幹線口行き）

①12:20発 ②16:20発

２月15日（土）

無料
シャトルバス
利用案内

参加に関する
お願い・連絡事項

講義・演習

閉会行事

天候その他の理由により、内容を変更・中止する場合があります。
参加者の定員は３００人程度です。そのため、申込先着順とさせて
いただきます。

●申込方法
財団HP申込フォームからお申し込みください。
定員になり次第締め切ります。
https://hito21.jp/kenmin/
※団体の方は財団HPより参加申込書（団体用）をダ
ウンロードしてお申し込みください。
※申込フォームからお申し込みできない方は、問合せ
先に連絡してください。

●食事について
昼食はセミナーパーク食堂がご利用いただけます。
（１１：３０～１３：３０）
当日、食券を販売しています。昼食時は混み合う場
合もございますので、食券を早めにお買い求めくだ
さい。
※事前の予約は必要ありません。
※当日は限定メニューとなります。

●ボランティアスタッフ申込
財団HPボランティアスタッフ専用申込フォームからお
申し込みください。
定員２０名になり次第締め切ります。

申込締切
令和7年１月３１日（金）

「ジェンダー平等の視点から考える
　　　　ウェルビーイングな地域社会」

「多文化共生による人づくり・地域づくり
  －外国人との交流の場づくり、人も地域も元気に－」

「地域は持続できるのか
　　　－社会教育の役割と可能性－」

「子どもたちを地域の中心に据えて、
　　持続可能な人づくりと地域づくりを！」

2
研修室 101

1
大研修室

3
研修室 102

4
研修室 103

代　表　財満 俊夫

一般社団法人
全国社会教育委員連合

講師

副会長　大島 まな

NPO法人おむすび講師

理事長　大畑 伸幸

独立行政法人
国立女性教育会館

講師

理事長　萩原なつ子


